
経湯与論
第七+回春第四読

マノVサェ・ 9ftアド研究の意義と問題 -岸本誠二郎 (1) 

中園貨幣史の特質 穂 積 文 正雀 (11) 

経管とその形態 '小島昌太郎 (35)

H ・P・エギラス著

イメノマニヤ農産物債格政策 有[ 冨 重 尋 (46)

メ7 リー・ノ リス著

蛍面するアメリカの経済恐慌について 中 西ー 健 (52) 

]・ニヒトグャイス著

「東ドイツ農業における再版農奴制といわゆる

資本主義軍基展のフーロジヤ型の主主の問題」・・山 口 和 男 (59) 

〔昭和二十九年十月〕

京都大手経瀞号令



J 

ヒ

ト

ヴ

7

イ

3え

「
東
ド
イ
ツ
農
業
に
お
り
る
再
版
農
奴
制
止
、
い
わ

ゆ
る
資
本
主
義
護
展
の
プ
ロ
レ
ヤ
型
の
道
の
問
題
」

』。
r
E
5
2
z
r
r
z
Z
H
E
W
N日
明
日
ー
問
。
品
。
H，
N
司
E
Hの
ロ
円
。
宮
内
比
四
日
出
n
F巳
-
同
ロ
ロ
ι
ι
2

2
問内

E
ロロ押

2
1
2
E
5目
。
ロ
宅
内
向
虫
色
耳
目
出
ロ
耳
目
。
r一
己
異
色
E
F
H
L
W邑

EEm
山
口
弘
司

F
2
H
P
Z耳
切
れ
『
hv待

。

拝

L
E
H
Z
n
F
E白
血

ω
・

[
N
E
Z
n
r
ロ
D
R同
の
g
o
rの
FZtく
gumsmoFP骨

]
[
T
F円
四
百
】

m
H
A
w
h
v
臼
'
出
o
p町
田
'
白
叩
叶

t叶一
F
3

ド
J

ツ
の
東
エ
ル
ベ
地
域
に
お
け
る
農
業
の
歴
史
的
監
震
の
特
殊
な
様

相
に
つ
い
て
は
、
我
閣
の
歴
史
恩
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
1
ツ
へ

ル
シ
キ
フ
ト
L

の
成
立
の
問
題
、
あ
る
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は
そ
の
「
ユ
Y
ケ
ル
ト
ウ
ム
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へ
の
珪
展
む
問
題
と
し
て
、
し
ば
し
ば
諭
巳
ら
れ
て
衆
た
。
と
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問
題
は
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イ

y
社
曾
の
近
代
化
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治
的
な
ら
び
に
思
想
的
な
ー
ー
に
特
殊
な

性
格
を
刻
印
し
た

2ν
ケ
ル
ト
ウ
ム
の
生
成
過
程
を
採
る
と
い
ち
意
味

王
、
近
代
位
曾
成
立
渦
一
程
の
回
世
史
的
分
析
を
世
界
的
規
模
で
は
た
そ
う
と

す
る
場
合
に
京
エ
ル
ペ
の
護
畏
史
が
そ
の
重
要
な
一
墳
を
な
し
て
い
る
と

「
東
ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
再
版
農
奴
制
k
、
い
わ
ゆ
る
資
本

主
義
登
展
の
フ
ロ
シ
ヤ
型
の
遣
の
問
題
」

山

平日

男

口

い
う
意
味
に
お
い
て
、
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
提
起

の
底
に
は
、
封
建
遺
制
を
と
も
な
い
な
が
ら
崎
形
的
な
設
展
を
遂
げ
た
後

進
園
白
木
の
資
本
主
義
の
歴
史
的
分
析
が
、
問
題
東
識
と
し
て
多
か
れ
・
少

か
れ
存
在
し
た
、
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
場
合
は
方
法
的
に
レ
1
ニ

ン
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
士
農
業
の
近
代
的
進
化
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「
二
つ
の
誼
」
の
理
論

が
、
し
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し
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泊
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
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あ
い
に
も
、

こ
の
「
二
つ
の
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理
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趨
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す
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の
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歴
史
的
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型
の
遣
の
問
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す
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こ
と
が
必
要
で
あ
る
は
ず
で
あ
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こ
の
こ
と
が
十
分
に
究

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
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思
わ
れ
な
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。
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っ
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ャ
型
」
と
名
づ
け
ら
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も
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東
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付
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史
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立
ち
か
え
り
て
、
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す
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こ
と
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、
と
考
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れ
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あ
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濁
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史
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興
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文
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紹
介
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不
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・
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ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
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何
な
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経
歴
と
研
究
業
績
を
も
っ
て
い
る
か
は
、
残

念
な
こ
と
に
不
明
ぜ
あ
る
が
、
同
論
文
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、
著
者
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執
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中
町
、
メ
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レ
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け
早
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す
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作
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と
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わ

れ
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。
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見
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ル
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フ
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見
解
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巳
て
、
自
己
の
見
解
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開
寸

る
。
す
な
わ
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、
グ
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司
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れ
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あ
る
、
と
い
う
。
す
な

わ
ち
、
批
判
さ
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す
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あ
り
、
た
と
え
ば
、
ヨ
ル
ツ
は
、
入
ラ
ず
法
の
肝
究
の
す
え
、
東
部
地

域
で
は
法
律
を
書
式
に
し
て
記
録
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立
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れ
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も
、
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で
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な
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と
し
て
も
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決
定
的
役
割
を
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る
も
の
は
経
済
的
要
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で
あ
る
、
と
主
張
し
、
穀
物
総
出
を
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て
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通
に
接
鰯
し
た
領

主
が
、
自
ら
肉
品
生
産
者
に
帥
開
化
す
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掲
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批
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の
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し
て
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、
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を
決
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的
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と
見
る
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で
、
右
目
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の
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台
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る
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度
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本
主
義
」
)
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ェ
1
パ
1
位
、

ふ
た
ワ
の
農
業
制
度
の
差
梨
比
一
六
世
相
い

b
い
対
立
づ
た
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
変
本
主
義
の
伎
入
唱
と
と
も
に
出
現
し
、
荷
都
市

町
帯
大
せ
る
富
と
、
並
刊
げ
に
農
産
物
を
販
賀
す
る
機
官
円
増
加
と
1
ζ

も
に
あ
ら
わ
れ
V

た
L

大
土
地
所
有
者
の
収
入
噌
大
の
努
力
の
仕
方
円

相
即
引
に
基
く
も
の
だ
、

L
ζ

考
え
る
。
そ
し

τ飼
主
の
こ
の
針
路
の
仕

方
の
相
共
の
原
因
に
づ
い
て
は
、
「
個
々
の
要
閃
の
長
引
一
連
の
系

-司、‘.

列
」
が
あ
る

K
L
、
唯
一
〔
ノ
の
原
閃
か
ら
の
恥
考
え
る
こ
と
を
拒

む
。
そ
し
て
ベ
ロ
少
の
研
究
を
参
考
に
し
な
が

ι、
ラ
シ
ダ
7

ん
市
ル

の
樺
力
の
強
弱
、

λ

ラ
ず
的
東
部
の
特
殊
性
、
(
す
な
わ
ち
西
部
で

7
2
ι
ト

は
飼
主
の
農
地
を
構
成
す
る
岡
揚
が
本
探
的
自
由
地
に
徐
々
に
形
成

さ
れ
、
そ
こ
で
は
フ
ン
ヂ
ス
へ
ル
の
土
地
左
世
襲
樺
ハ
吋
耳
目
自
己
一
i

同

R
F
C
と
が
領
主
の
農
地
1
ζ

吏
錯

L
、
農
民
は
、
政
治
的
・
経
済
的
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「
東
ド
イ
ツ
躍
業
に
お
け
る
再
版
農
奴
制
tc
、
い
わ
ψ
る
責
本

主
鞍
護
展
の
プ
ロ
シ
ヤ
型
の
蓮
自
問
題
」

苧
よ
び
人
格
的
に
そ
れ
ぞ
れ
具
フ
た
支
配
者
に
仕
え
た
の
に
軒
L
、

東
部
は
ヰ
燕
植
民
地
で
あ
っ
て
村
落
内
で
は
た
だ
一
個
の
槌
力
の
み

が
存
在
す
る
と
い
う
ス
ラ
ず
的
批
曾
制
度
が
あ
っ
た
て
お
よ
び
地

理
的
保
件
の
差
品
、
(
西
部
で
は
人
口
調
務
で
都
市
居
住
地
が
密
集

L
、
地
方
交
通
の
密
度
目
両
〈
、
領
主
の
股
入
も
諸
行
融
、
農
地
以

外
の
地
代
、
諾
賦
課
金
な
ど
、
農
地
の
所
有
に
基
〈
も
り
以
外
の
牧

入
も
Z
F
h

ヲ
た
の
に
封
L
、
東
部
で
は
か
か
る
交
通
四
密
度
が
部

〈
、
領
主
の
耽
入
は
掛
ど
農
業
収
入
に
怯
存
し
て
い
た
)
を
領
主
四

劃
腹
自
仕
方
を
規
定
す
る
一
連
の
要
因
と
し
て
翠
げ
て
い
る
。
し
た

が
り
て
、
ゥ
ェ

1
パ
ー
は
伺
が
快
史
的
要
因
で
あ
っ
た
か
を
指
摘
せ

ず
、
「
歴
史
的
基
礎
づ
吋
を
も
っ
た
経
済
的
環
境
L

2

E
四岱
nVT

I
n
v
E
C
V
C品
Z
E
a
o
Z
R
R
V且
E
o
Z
冨己
E
U
(理
署
一
一
一

C
頁、

調
課
回
目
玉

l
大
頁
。
)
唱
と
い
う
よ
う
に
「
環
境
」
な
る
世
曾
準
的

概
愈
で
諮
問
し
て
い
る
。

エ
ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
は
、
オ
ス
ト
・
1

ル
ベ
の
領
主
が
ど
う
L
て
穀
物
総

出
に
従
事
し
は
じ
め
た
か
と
い
う
馳
b
ら
、
考
察
官
は
じ
め
て
い
る
u

す

な
わ
ち
、
十
五
世
紀
初
白
川

y
ず
商
人
の
浪
落
、
イ
ギ
リ
ス
・
ブ
ラ
シ
ス

・ネ
l
デ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
穀
物
需
要
の
培
大
、
そ
れ
ら
の
諸
閣
の
商

人
が
自
図
の
時
舶
に
よ
っ
て
東
方
へ
の
直
接
買
付
け
に
出
か
け
た
こ
と
、

そ
し
て
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
の
領
主
と
接
鯛
L
た
こ
と
、
そ
し
て
主
た
、
撤

回
入
業
を
濁
占
し
よ
ろ
と
す
る
沿
岸
諸
都
市
と
の
闘
争
(
そ
の
頂
黙
は
、

農
民
b
ら
の
穀
物
の
買
取
り
を
猫
占
ー
し
て
い
た
都
市
の
特
槽
を
停
止
せ

L

第
七
十
四
巻

五

第
四
揖

め
た
、
↓
四
八
人
年
の
マ
ル
グ
州
童
画
の
決
定
で
お
る
)
を
通
じ
て
、
領

主
が
徐
々
に
皐
な
る
穀
物
取
引
商
か
ら
穀
物
の
自
己
生
産
で
さ
ら
に
大

農
場
経
笹
へ
と
向
っ
た
温
程
抄
究
明
す
る
。

L
h
も
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
推
特
色
過
程
は
、
一
五
一
七
年
か
ら
一
王
二
王
年
士
E
の
初
期
ザ
ブ

ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
敗
湛
の
の
ち
、
強
力
な
中
央
擢
力
が
な
か
っ
た
こ
と
、

全
般
的
な
経
済
的
停
滞
、
都
市
と
都
市
商
工
業
の
一
浪
落
、
同
時
代
に
お
け

る
世
界
市
場
町
成
主
と
西
ヨ
1

ロ
フ
戸
の
資
木
主
義
的
工
業
白
蓮
震
と
い

う
諾
闘
係
の
も
と
で
、
展
開
さ
れ
た
の
で
忠
っ
た
。
し
た
が
っ
て
資
本
制

諮
関
係
の
謹
医
し
て
い
る
西
ヨ
1
ロ
ッ
二
時
圏
内
野
物
需
要
が
、
債
格
革

命
と
結
び
つ
き
つ
つ
、
奴
隷
的
賦
役
勢
働
を
基
礎
と
す
る
農
業
大
組
皆
へ

の
契
機
を
興
え
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
大
鱈
瞥
は
多
〈
の
努
働
力
を
要

L
、
費
木
制
マ
-
二
フ
ア
グ
チ
ュ
ア
の
護
畏
と
平
行
せ
ず
、
む
し
ろ
奴
隷

制
が
マ
ニ
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ア
の
、
ツ
ン
フ
ト
強
制
な
き
自
由
な
、
農
村
へ

の
移
動
を
妨
げ
る
が
故
に
、
資
本
制
マ
ニ
ヱ
フ
ァ
グ
チ
品
ア
の
護
展
を
図

書
L
士
の
で
あ
っ
た
。

失
い
で
、
ニ
ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
は
一

λ
世
紀
以
降
の
賦
伎
の
強
化
の
傾
向

を
指
摘
し
、
世
襲
隷
農
制

F
r
E
R晶
E
m
r立
の
確
立
は
賦
役
強
佑
白
結

果
で
あ
る
、
と
断
定
す
る
。
そ
し
て
r
1
Y
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
完
成
を
三

O
年
殴
挙
後
で
あ
る
と
し
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
農
民
の
土
地
保
有
擢

の
悪
化
、
直
接
的
な
農
民
地
の
以
上
げ

1
即
応
匙
船
V
過
程
を
見
る
。
こ

町
場
合
に
-
一
ヒ
ド
グ
ア
イ
ス
は
，
農
民
の
土
地
か
ら
の
分
離
、
生
産
手
段

目
剥
講
を
、
活
に
領
主
農
場
の
農
場
設
備
出
。
宮
町
宮
崎
む
蹟
充
と
い
う
面



か
ら
観
察
し
て
い
る
の
が
、
特
長
的
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
-
八
世
紀
初

頭
の
領
主
農
場
の
設
備
と
し
て
ば
わ
づ
か
に
六
頭
の
馬
匹
を
数
え
る
の
み

で

(
H
・
マ
イ
パ
ウ
ム
よ
り
の
引
用
。
グ
P
ナ
l

パ
1
回
目
ω

出。
5
2
r

阿
古

Z
1
h
h
E
3
N
E句
、
G

旬
、
目
見
、
尽
き

K
R
b
b邑
言
、
h
R
骨
量
町
、

F
3
hミ

b
N
S言
、
号
、
。
可
、
主
回
目

HME品
同
容
に
よ
れ
ば
わ
づ
h
p
馬

四
頭
、
と
も
い
わ
れ
て
い
品
)
あ
る
の
に
駒
L
、
十
八
世
紀
末
葉
に
は
き
わ

め
て
玄
規
模
な
農
場
設
備
を
有
し
て
お
り
、
こ
れ
は
と
り
も
な
お
き
ず
農

民
の
グ
1
ツ
へ
ル
へ
の
従
属
性
の
増
大
と
、
農
民
暦
白
地
位
の
下
降
を
明

白
に
物
語
る
も
の
だ
と
考
え
る
u

そ
し
て
長
奴
制
の
再
導
ス
は
、
大
農
場

経
営
に
必
要
な
務
働
力
の
陀
保
と
、

r
l
v
ウ
4
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
の
撹
大

の
た
め
農
民
を
生
産
手
段
た
る
土
地
か
ら
分
離
L
泊
放
す
る
と
い
号
、
一
一

重
の
目
的
を
も
つ
も
白
と

L
て
理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
に
よ
れ

ば
、
「
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
版
農
奴
制
及
び
ぞ
れ
と
関
聯
す
る
農
民
遁

放
の
現
象
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
強
大
な
中
央
集
階
的
構
力
が
存
在
し
な

い
と
い
ろ
傑
件
の
下
に
お
い
て
、
農
民
唐
の
最
後
の
抵
抗
力
が
最
民
戦
争

の
敗
退
と
三

O
年
斡
宇
に
よ
っ
て
打
破
ら
れ
無
力
化
し
た
と
い
う
傑
件
白

下
に
お
い
て
、
農
民
層
の
同
県
草
と
し
て
め
ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
弱
小
さ
と
い
う
傑
件
の
下
に
お
い
て
、
貴
族
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配

と
い
ろ
候
件
の
下
に
お
い
て
、
資
本
制
生
産
静
式
の
準
備
が
お
こ
な
わ
れ

る
特
珠
な
形
態
で
あ
る
。
」
ハ
占
岳
・
切
さ
M
U

そ
し
て
こ
白
再
版
農
奴
制

を
基
礎
と
す
る
グ
1
ツ
ウ
ィ
ル
ト
ジ
ャ
ブ
ト
が
あ
る
場
合
に
は
盟
な
る
封

建
組
済
k
断
定
さ
れ
(
グ
チ

γ
ス
キ

U
、
あ
る
場
合
に
は
た
だ
ち
に
費

「
東
ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
再
版
農
担
制
止
、
い
わ
ゆ
る
資
本

主
義
盛
展
の
プ
ロ
シ
ヤ
型
の
遣
の
問
題
」

木
主
義
経
済
と
断
定
さ
れ
る
(
ク
ナ
ッ
プ
)
の
に
針
L
、
レ
ー
ニ

ν
に
土

っ
て
興
え
ら
れ
た
賦
役
経
済
の
四
つ
の
傑
件
に
照
ら
L
て
、
性
格
規
定
を

行
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
白
然
紹
横
目
支
配
、
農
民
の
土
地
緊

縛
、
人
格
的
隷
層
、
技
術
水
準
の
低
位
(
「
ロ
ジ
ア
に
お
け
る
資
本
主
義

の
護
麗
」
第
一
一
一
章
)
の
四
傑
件
の
う
ち
、
オ
ス
ト
・
エ
ル
ペ
で
な
お
残
っ

て
い
る
も
の
は
、
人
格
的
諒
闇

(1極
端
間
外
的
強
制
)
の
み
で
あ
り
、
従

っ
て
グ
1
ツ
ウ
2
4

ル
ト
シ
ャ
フ
ト
の
完
成
さ
れ
た
盗
は
決
L
て
封
建
経
済

へ
の
復
関
?
も
な
く
、
ま
た
完
成
さ
れ
た
資
本
主
義
的
経
替
で
も
な
く
、

「
名
む
り
を
よ
げ
た
」

E
F
E
E占
有
ば
か
り
の
費
本
主
義
、
明
白
に

資
本
主
義
的
経
済
へ
の
傾
向
酬
を
も
っ
と
こ
ろ
の
樋
渡
的
な
も
の
、
と
し
て

規
定
さ
れ
ヤ
い
る
ω

そ
し
て
こ
の
羽
田
恒
が
資
本
主
義
援
展
の
フ
ロ
シ
ヤ
塑

の
誼
で
あ
る
と
断
定
さ
れ
る
。

か
〈
て
一
九
世
紀
初
頭
の
農
民
解
放
は
、
か
仇
か
る
プ
ロ
シ
ヤ
型
資
本
主

義
援
展
の
最
後
の
障
害
を
と
り
除
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
オ
ス
ト

・
エ
ル
べ
で
は
資
本
主
義
的
立
シ
カ
1
紹
管
が
完
成
さ
れ
、
固
定
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
e

従
っ
て
「
ユ
Y
カ
1
樫
皆
に
お
い
て
は
、
ユ
Y
カ
ー
は
同

一
人
格
に
包
令
さ
れ
た
土
地
所
有
者
で
あ
り
、
同
時
に
企
業
家
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
生
産
者
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
刺
儀
慎
値
が
地
代
と
企
業

家
利
潤
に
分
れ
ず
、
ュ
ン
ヵ
ー
が
雨
者
を
手
に
ス
れ
る
の
で
あ
る
。
」
完

成
さ
れ
た
プ
ロ
シ
ヤ
明
資
本
主
義
農
業
組
皆
は
、
そ
れ
故
、
言
う
主
で
も

な
く
一
二
日
開
級
分
化
で
な
く
二
階
級
分
化
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

最
後
に
ニ
ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
は
こ
れ
ら
の
グ
1
ツ
ベ
シ
ャ
フ
ト
形
成
に
割

第
七
十
四
巻

=
五
三

第
四
読



「
東
ド
イ
ツ
農
業
に
お
け
る
再
版
農
奴
制
と
、
い
わ
ゆ
る
資
本

主
義
賞
展
の
プ
ロ
シ
ヤ
型
の
誼
の
阿
題
」

寸
る
法
律
的
・
政
治
的
影
響
を
、
ロ
ー
マ
法
の
滋
受
円
河
内
N
o
u
g出
向
。
ω

平

E
m
n
F
Z
H
N
E
E
E
U、
領
主
裁
判
陸
、
農
民
保
護
等
の
問
題
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
指
摘
L
、
そ
れ
が
グ
1
ツ
ウ
4
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
成
立
に
と

っ
て
助
産
婦
的
位
制
を
演
じ
た
こ
と
を
認
め
、
封
建
祉
曾
の
L
L
部
持
直
た

る
法
律
・
政
治
関
係
が
基
礎
温
程
に
お
け
る
嬰
化
に
積
極
的
に
寄
典
寸
る

と
と
に
よ
っ
て
、
封
建
祉
曾
の
基
木
的
矛
盾
を
更
に
深
化
さ
せ
た
、
と
の

ベ
て
い
る
。
ま
た
恥
か
る

r
1ツ
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
陛
制
に
劃
す
る
農
民
の

抵
抗
が
あ
る
場
合
に
は
賦
役
の
怠
業
、
農
具
・
家
畜
の
世
話
の
サ
ボ
タ
ー

ジ
ュ
、
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
形
態
を
と
り
、
あ
る
場
合
に
は
賦
役
担

否
、
領
、
主
の
命
令
無
関
、
法
廷
闘
手
、
全
家
族
の
逃
亡
や
、
更
に
は
蜂
起

の
ご
と
き
積
極
的
形
態
を
と
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
(
具
陸
的
に
は
の
ベ
て

い
な
い
が
メ
グ
レ
ゲ
プ
ル
グ
で
は
領
土
に
農
業
改
革
を
迫
る
程
の
農
民
抵

抗
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
U
、
更
に
こ
れ
ら
の
農
民
運
動
が
農
奴
耐
の
再

版
以
前
の
古
し
吠
態
へ
の
復
蹄
と
奮
い
纏
利
の
復
活
を
要
求
し
て
は
い
る

け
れ
E
も
、
負
櫓
の
騒
獄
、
賦
役
の
免
除
、
農
奴
制
の
陵
止
市
保
有
権
確

保
む
闘
市
中
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
社
市
聞
の
基
叩
慌
を
ゆ
る
が
L
、
領

主
の
支
配
に
打
撃
を
興
え
る
が
故
に
、
こ
れ
ら
の
農
民
の
反
領
主
闘
等
こ

そ
が
ア
メ
リ
カ
型
の
ヨ
1
ス
で
あ
る
、
と
大
謄
に
断
定
す
る
。

L
た
が
っ

て
こ
こ
で
は
資
木
主
義
的
進
化
の
二
つ
の
コ
1

ス
が
現
貨
の
闘
争
と
し
て

ず
ィ
ザ
ィ
ッ
ド
に
把
帽
曲
さ
れ
て
い
る
。

必
守

以
卜
、

ニ
ヒ
ト
ヴ
ア
イ
ス
の
所
設
を
筒
皐
に
車
約
し
た
が
、
ド
イ
ツ
む

情
七
十
四
巻

才、

」ム

四

第
四
掠

ノ、
四

歴
史
聞
与
に
停
統
的
な
グ
1
ヅ
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
法
制
内
史
的
把
握
に
反
謝

し
、
:
四
世
紀
以
衆
の
封
建
的
危
機
に
劃
す
る
領
主
的
針
陸
、
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
L
お
け
る
資
本
主
義
の
数
民
へ
の
領
ヨ
の
官
接
的
泊
合
と
し
て
経
済

的
要
函
を
基
底
に
す
え
な
が
ら
把
揮
し
仁
い
る
駄
で
新
ら
し
い
す
「
れ
た

見
解
で
あ
る
と
一
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
我
図
の

r
lツ
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
研

究
に
お
い
て
も
、
ア
ウ

F
Y
、
マ
イ
パ
ウ
ム
の
著
作
を
参
考
に

L
て
ほ
ほ

同
ピ
角
度
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
(
た
と
え
ば
、
柴
田
三
千
雄
氏
「
グ
ー

ツ
へ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
成
立
L

歴
研
一
三
七
競
)
が
、
ニ
ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
の

場
合
は

r
Iツ
ベ
ル
ジ
マ
フ
ト
完
成
の
時
期
を
一
ニ

O
年
斡
午
後
と
考
え
、

eタ
エ
ル
ン
レ
1
1

ゲ
L

賦
竺
・
世
襲
隷
農
制
の
強
化
正
農
民
誼
放
と
者
同
時
に
再
版
農
奴
制
と
し

て
日
~
握
し
、
従
っ
て
グ
l
y
ヘ
ル
ジ
守
フ
ト
成
立
を
直
ち
に
プ
ロ
シ
ヤ
型

資
本
主
義
援
畏
の
開
始
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
砧
で
グ
1
ヅ
ヘ
ル
シ
ャ
フ

ト
の
成
立
在
、
そ
の
十
八
世
記
以
降
に
お
け
る
抽
出
一
質

T
責
木
主
義
佑
む

開
始
)
と
を
区
別
す
る
従
来
の
我
闘
で
の
把
握
の
仕
方
と
異
っ
て
い
る
。

士
た
一
一
ヒ
ト
グ
ア
イ
ス
は
常
に
問
題
を
全
ド
イ
y
的
な
政
治
的
関
係
(
と

〈
に
起
民
唐
と
封
建
領
主
の
畑
町
立
の
力
関
係
)
白
中
宇
一
と
り
上
げ
、
表
面

的
に
は
な
お
古
い
性
格
を
も
っ
農
民
同
事
を
毛
、
こ
れ
を
ア
メ
り
カ
型
の

遣
と
し
て
産
史
的
に
進
歩
的
な
も
の
と
規
定
す
る
黙
で
、
新
し
い
調
角
に

立
っ
て
コ
一
つ
の
這
L

理
論
を
理
解
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
u

た
だ
恐
ら

く
紙
幅
の
制
限
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
東
方
植
民
官
時
の
護
展
段

階
の
読
閉
山
ー
か
省
か
れ
て
い
る
た
め
、
最
奴
制
の
再
版
の
意
味
が
不
明
瞭
に

し
か
一
罰
さ
れ
て
い
な
い
。
(
一
九
五
四
・
八
・
一

O
)


